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「第５次山梨県配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する基本計画 

（R6～R10）」に基づく令和６年度状況報告 

【経緯】 

 「第５次山梨県配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する基本計画」（以下、「第５

次ＤＶ防止計画」と記す。）において、毎年度、庁内関係機関の施策の推進状況を「山梨県男女共

同参画審議会」に報告することとしている。 

【「第５次ＤＶ防止計画」の趣旨】 

○県では、「第５次ＤＶ防止計画」に基づき、関係各課が連携し、各種施策を総合的に推進する。 

○「配偶者等からの暴力を許さない社会づくりの推進」「被害者の立場に立った相談・保護体制の

充実」「自立に向けた切れ目のない支援の充実・強化」「施策推進のための連携体制の強化」の

４つの基本目標の下に１８の重点目標を設定。 

【取組の体制】 

 

 

 

 

 

 

 

（１）令和６年度までの山梨県のＤＶ相談等の状況 

 

 

※相談件数は平成29年度以降増加傾向にあり、令和２年度は過去最多となった。令和６年度は令和５年度

と比較して減少しており、過去１５年間で３番目に低い件数となった。 

  

 
全庁体制での施策の実施 

資料（２）－２ 

県ＤＶ防止計画、関係機関連絡協議会、 

ＤＶ防止に関する普及啓発 

男女共同参画・多様性推進課 

被害者の支援（相談）・保護 

福祉保健総務課 

配偶者暴力相談支援センター 
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※一時保護件数は、全国では、減少傾向にある（令和２年度以降の件数発表中止）。本県についても、ピーク

であった平成26～28年と比較すると、29年以降は件数が減少傾向にあるが、令和4年から増加傾向にある。

児童を同伴するケースについては常に一定数が存在する。 
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（２）「第５次ＤＶ防止計画」における数値目標の進捗状況 

 

 

 

 

◆数値目標１：ＤＶ被害について誰にも相談しなかった割合 

R2 基準値 R10 目標値 R6 年度値 進捗率 

54.2 ％ 30％以下 62.9％ -36.0％ 

 

○「男女共同参画・共生社会推進に関するアンケート調査」において、「あなたはこれまでに、あなたの配

偶者から受けた行為について、誰かに打ち明けたり、相談したりしましたか」という設問の「どこ（だ

れ）にも相談しなかった」と回答した割合となっている。 

○ＤＶ被害者が相談しやすくなるよう、相談窓口を掲載した啓発パンフレットや相談カードを人目につきや

すい場所に配布し、相談窓口の認知度向上を図る。 

◆数値目標４：当事者の居場所づくりに資する取り組みでの満足度 

R4 基準値 R10 目標値 R6 年度値 進捗率 

－％ 80.0％ 80.0％ 100％ 
 

○令和６年度より実施している「さんＳｕｎプログラム」でのアンケート結果において、プログラムに参加

して「有意義だと感じた」と回答した人数の割合となっている。 

○「さんＳｕｎプログラム」では、暴力の被害者が安心・安全な環境で誰かとつながることができる居場所

や暴力によって失った尊厳や生きる力を取り戻し、自立に向かって一歩を踏み出せる機会の提供を行っ

た。 

○参加者アンケートからは、高い満足度を示す回答が８割を占め、目標値を達成した。今後は、より効果的

なプログラムを実施できるよう、参加者の意見を取り入れながら内容の充実を図っていく。 

◆数値目標３：支援者向け研修会の理解度 

R4 基準値 R10 目標値 R6 年度値 進捗率 

54.5％ 80.0％ 43.8％ -42.0％ 
 

○ＤＶ関係機関連絡協議会実務者会議（女性相談支援センター主催）でのアンケート結果における「十分理

解できた」と回答した人数の割合となっている。 

○令和６年度アンケート結果では「やや理解できた」と回答した人数を含めると、全ての参加者が何らかの

理解を示しており、全体としてはおおむね理解されていたと評価できる。 

○ＤＶ被害への支援を迅速かつ適切に、被害者に寄り添って行えるよう、専門性を高め、幅広い知識や情報

を習得するための研修機会を確保し、継続的な資質向上に取り組む。 

◆数値目標２：ＤＶについての認識 

R2 基準値 R10 目標値 R6 年度値 進捗率 

50％～80％台 
（80％以上3 項目） 

全て80％以上 
（80％以上11 項目

（全項目）） 

50％～80％台 
（80％以上3 項目） 

0％ 

 

○「男女共同参画・共生社会推進に関するアンケート調査」において、「あなたは、配偶者の間で次のよう

な事が行われた場合、それを暴力だと思いますか」という設問に対し、各場面において「どんな場合でも

暴力にあたると思う」と回答した割合となっている。 

○ＤＶに関する正しい知識の普及啓発するため、今後も県民向けの講演会や若年層を指導する教職員向けの

研修会等を実施し、より幅広い層への理解を深める機会と内容の充実を進める。 
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